
後
に
は
気
温
を
測
定
し
、
そ

の
効
果
も
検
証
す
る
。

　

初
日
に
は
川
口
副
市
長
・

高
橋
副
市
長
と
と
も
に
職
員

約
35
人
が
参
加
。
参
加
し
た

職
員
た
ち
は
雨
水
と
工
業
用

水
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
や
じ
ょ

う
ろ
を
持
ち
、
庁
舎
東
側
の

玄
関
付
近
や
自
転
車
置
き
場

周
辺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
水

「
涼
」を
呼
び
込
も
う

夏
野
菜
・
軟
弱
野
菜
が
ず
ら
り

東
大
阪
市
役
所
で

　

７
月
28
日
に
は
府
立
中
央

図
書
館
（
同
市
荒
本
北
１
）

と
同
市
役
所
庁
舎
周
辺
で

「
打
ち
水
大
作
戦
２
０
１
２
」

を
開
催
。
大
阪
府
と
東
大
阪

市
が
主
催
。

　

会
場
に
は
同
市
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト
ラ

イ
く
ん
」
を
は
じ
め
、
石
切

参
道
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
い
し
き
り

ん
」
大
阪
府
の
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
モ

ッ
ト
ち
ゃ
ん
、
キ
ッ
ト
ち
ゃ

ん
」
な
ど
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

が
大
集
合
し
、
一
緒
に
打
ち

水
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
関
西
大
学
の
都

市
建
築
熱
環
境
研
究
グ
ル
ー

プ（
通
称
・
熱
ゼ
ミ
）に
よ
る

講
演
会
や
地
球
温
暖
化
防
止

を
啓
発
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示

が
行
わ
れ
、
環
境
に
つ
い
て

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

打
ち
水
効
果
で

東
大
阪
市
農
産
物
品
評
会
が
開
催

　

旅
行
情
報
誌
シ
リ
ー
ズ

「
る
る
ぶ
東
大
阪
市
」（
写
真
）

が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

か
ら
こ
の
ほ
ど
発
売
さ
れ
た
。

協
力
し
た
市
は
「〝
見
る
・
食

べ
る
・
遊
ぶ
〟が
詰
ま
り
、東

大
阪
の
魅
力
を
再
発
見
で
き

　

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の

大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
よ
う
と「
平
和
展
」が
東
大

阪
市
立
縄
手
小
学
校
（
南
四

条
町
３
）で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
同
校
の
校

舎
耐
震
化
工
事
が
夏
休
み
期

間
中
に
本
格
化
す
る
こ
と
で

騒
音
や
停
電
の
可
能
性
が
あ

り
、
毎
年
８
月
６
日
に
行
っ

て
い
る「
平
和
登
校
日
」が
実

施
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
今

年
は
日
程
を
前
倒
し
し
て
平

和
展
と
い
う
形
で
実
施
し
た
。

平
和
な
世
に
生
き
る
喜
び
を

広
く
伝
え
よ
う
と
、
児
童
だ

け
で
な
く
父
兄
も
含
め
た
一

般
市
民
も
見
学
で
き
た
。

　

平
和
展
の
会
場
と
な
っ
て

い
る
図
書
室
に
は
、
も
ん
ぺ

や
防
空
ず
き
ん
な
ど
実
際
に

戦
時
中
に
着
用
さ
れ
た
衣
服

の
ほ
か
、
戦
地
に
い
る
父
親

か
ら
子
ど
も
に
宛
て
ら
れ
た

ハ
ガ
キ
な
ど
を
展
示
。
ま
た
、

原
爆
で
大
き
な
被
害
を
受
け

あの戦争を忘れない

打
ち
水
大
作
戦
２
０
１
２

　

真
夏
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
を
和
ら
げ
よ
う
と
、

東
大
阪
市
役
所
（
同
市
荒
本

北
１
）
で
７
月
23
日
か
ら
27

日
ま
で
、
職
員
に
よ
る
打
ち

水
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

市
役
所
本
庁
舎
が
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
引
き
起

こ
す
原
因
の
一
つ
と
考
え
る

同
市
で
は
、
夏
場
の
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
し
、

ま
た
職
員
の
環
境
意
識
を
啓

発
す
る
こ
と
を
目
的
に
庁
舎

周
辺
で
職
員
ら
が
打
ち
水
を

実
施
。
打
ち
水
は
平
成
19
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
で
６
回
目
。
打
ち
水
の
前

を
ま
い
て
い
っ
た
。（
写
真
）

使
用
し
た
雨
水
と
工
業
用
水

は
約
１
４
０
０
㍑
。
約
10
分

間
打
ち
水
を
行
っ
た
後
に
気

温
を
測
定
す
る
と
、
打
ち
水

前
の
31
・
６
℃
か
ら
31
・
３
℃

に
低
下
し
て
い
た
。

　

ま
た
同
市
環
境
部
で
は
、

市
民
に
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
市
役
所
１
階
に
啓

発
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
地
球
温
暖
化
の
原
因

や
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
た

パ
ネ
ル
や
暑
い
夏
を
乗
り
切

る
た
め
の
工
夫
が
書
か
れ
た

パ
ネ
ル
な
ど
約
12
点
が
展
示

さ
れ
た
。

旅行情報誌

るるぶ東大阪市
発行

　
「
ギ
ャ
ル
マ
マ
」と
呼
ば
れ

る
若
い
母
親
と
東
大
阪
市
の

中
小
企
業
６
社
が
タ
ッ
グ
を

組
み
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ア
イ
デ
ア
グ
ッ
ズ
な
ど

19
品
目
87
ア
イ
テ
ム
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
し
た
。

今
後
、
全
国
の
ギ
ャ
ル
マ
マ

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
市
場
開
拓

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
厳
し

い
経
済
状
況
が
続
く
中
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
雑
貨
の
企
画
製

造
を
手
が
け
る
カ
ワ
キ
タ

（
東
大
阪
市
荒
川
）の
河
北

一
朗
社
長（
45
）が
「
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
勝
負
し
よ

う
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

案
。
関
西
一
円
の
ギ
ャ
ル
マ

マ
サ
ー
ク
ル
と
市
内
の
中
小

企
業
経
営
者
に
呼
び
か
け
、

事
業
組
織
「
ギ
ャ
ル
マ
マ
商

品
開
発
部
」
を
創
設
。
６
社

そ
れ
ぞ
れ
に
数
人
の
ギ
ャ
ル

マ
マ
が
集
ま
っ
て
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
母
子
お
そ
ろ
い
の

旅
行
用
歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト
や

子
育
て
を
助
け
る
ア
イ
デ
ア
グ
ッ
ズ

哺
乳
瓶
な
ど
が
収
納
で
き
る

機
能
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
両

立
さ
せ
た
バ
ッ
グ
、
ヒ
ョ
ウ

柄
な
ど
を
ち
り
ば
め
た
強
化

段
ボ
ー
ル
製
の
引
き
出
し
な

ど
商
品
開
発
を
進
め
て
き
た
。

　

河
北
さ
ん
は
、
独
自
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
強
い
こ
だ

わ
り
を
持
つ
10
代
後
半
か
ら

20
代
の
若
い
母
親
の
〝
ギ
ャ

ル
マ
マ
市
場
〟
は
30
万
人
程

度
の
規
模
が
あ
る
と
み
て
お

り
「
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
販
路
を
広
げ
た
い
」。

　

ま
た
、
商
品
の
デ
ザ
イ
ン

を
手
が
け
た
主
婦
の
青
江
美

穂
子
さ
ん（
24
）は
「
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
そ
の
ま
ま
形
に

な
っ
て
感
動
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。

介
す
る
「
誌
上
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
」
や
、
市
の
魅
力

を
再
発
見
で
き
る
エ
リ
ア
ガ

イ
ド
も
充
実
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
判
１
２
８
頁
で
税
込

み
９
０
０
円
。３
万
部
が
、東

大
阪
市
を
中
心
と
す
る
関
西

圏
の
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
発
売
さ
れ
る
。

た
広
島
や
長
崎
の
当
時
の
様

子
を
写
し
た
パ
ネ
ル
な
ど
も

展
示
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
の

悲
惨
な
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。（
写
真
）

　

さ
ら
に
、
大
阪
大
空
襲
を

テ
ー
マ
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
放

映
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
当

時
の
様
子
を
真
剣
な
面
持
ち

で
感
じ
て
い
た
。
会
場
に
は

全
校
生
徒
で
心
を
こ
め
て
折

っ
た
と
い
う
千
羽
鶴
も
展
示

さ
れ
た
。

　

見
学
し
た
６
年
１
組
の
髙

野
翔
大
さ
ん
は
「
戦
争
は
恐

ろ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
国

同
士
の
争
い
は
議
論
で
解
決

し
、
命
を
奪
う
こ
と
は
や
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
、
同
組
の
小
川

矢や

え詠
さ
ん
は
「
今
の
日
本
で

は
戦
争
を
想
像
で
き
な
い
の

で
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
を

学
べ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
私

た
ち
が
今
後
戦
争
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た
。

縄手小で平和展が開催

府
立
中
央
図
書
館
で
は

　

東
大
阪
市
役
所
（
同
市
荒

本
北
１
）
で
こ
の
ほ
ど
、
同

市
内
の
農
家
が
栽
培
し
た
自

慢
の
野
菜
を
集
め
た
「
第
46

回
東
大
阪
市
農
産
物
品
評

会
」が
行
わ
れ
た
。（
写
真
）

　

こ
の
催
し
は
、
同
市
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
野
菜
や
花

き
の
生
産
技
術
向
上
を
図
り
、

市
民
に
地
元
産
農
産
物
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。
同
品
評
会
は

野
菜
、花
き
、立
毛
（
野
菜
を

収
穫
す
る
前
の
畑
）
の
３
部

門
が
あ
り
、
こ
の
日
開
か
れ

た
野
菜
の
部
で
は
最
優
秀
賞

（
東
大
阪
市
長
賞
・
河
内
国

一
の
宮
枚
岡
神
社
賞
）
１
点
、

優
秀
賞
（
東
大
阪
市
議
会
議

長
賞
、
東
大
阪
市
農
業
委
員

会
会
長
賞
な
ど
）
10
点
、
優

良
賞
12
点
が
選
ば
れ
た
。

　

今
年
は
49
軒
の
農
家
が
約

24
種
類
の
野
菜
96
点
を
出
品
。

ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
、
な
す

な
ど
の
夏
野
菜
や
、
ほ
う
れ

ん
そ
う
、
小
松
菜
と
い
っ
た

同
市
内
で
多
く
栽
培
さ
れ
る

軟
弱
野
菜
な
ど
、
ど
れ
も
収

穫
し
た
て
の
新
鮮
で
お
い

し
そ
う
な
野
菜
が
並
ん
だ
。

　

大
阪
府
中
部
農
と
緑
の
総

合
事
務
所
の
職
員
２
人
が
、

野
菜
を
手
に
と
っ
た
り
手
で

大
き
さ
を
測
っ
た
り
し
て
、

形
や
大
き
さ
が
揃
っ
て
い
る

か
、
色
艶
が
良
い
か
な
ど
を

観
察
し
「
上
手
に
で
き
て
い

る
」「
形
も
よ
く
お
い
し
そ

う
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
評

価
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

最
優
秀
賞
に
は
米
田
義
男
さ

ん
の「
ピ
ー
マ
ン
」が
、
優
秀

賞（
東
大
阪
市
議
会
議
長
賞
）

に
は
辻
井
憲
佳
さ
ん
の「
み

ず
な
」、
同
じ
く
優
秀
賞（
東

大
阪
市
農
業
委
員
会
会
長

賞
）に
村
尾
寿
宏
さ
ん
の「
な

す
び
」が
選
ば
れ
た
。
品
評

会
終
了
後
に
野
菜
の
即
売
会

が
開
か
れ
、
売
り
上
げ
は
義

援
金
と
し
て
被
災
地
へ
送
ら

る
本
」
と
話
し
て
い
る
。

　

昨
年
５
月
の
『
市
長
と
若

手
職
員
と
の
意
見
交
換
会
』

で
「
観
光
情
報
誌
を
発
刊
し
、

市
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
」

と
い
う
提
案
が
あ
り
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
に
打
診
。

市
は
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

３
０
０
件
超
の
「
お
す
す
め

情
報
」
を
提
供
す
る
な
ど
協

力
し
て
き
た
。
司
馬
遼
太
郎

記
念
館
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
グ
ル
メ
店
な
ど
の
情
報

を
網
羅
、
市
内
の
大
学
を
紹

れ
る
。

　

審
査
を
行
っ
た
同
総
合
事

務
所
の
職
員
は
「
審
査
は
形

状
、
色
沢
、
消
費
者
の
好
み

な
ど
を
総
合
的
に
加
味
し
て

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
春
先

の
天
候
不
順
で
生
産
者
の
方

々
に
は
多
難
な
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
米
田
さ
ん
の
ピ
ー
マ
ン

は
品
揃
い
品
質
も
良
く
秀
逸

で
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

東
大
阪
の
６
社　

全
国
展
開
へ
タ
ッ
グ

　

大
阪
府
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
枚
岡
の

原
始
ハ
ス
」
が
東
大
阪
市
善

根
寺
町
４
の
会
社
社
長
・
稲

田
清
治
さ
ん（
69
）の
自
宅
の

人
工
池
で
、
今
年
も
淡
い
ピ

ン
ク
色
の
神
秘
的
な
花
が
咲

い
た
。（
写
真
）

　

原
始
ハ
ス
は「
古
事
記
」の

な
か
で
歌
人
・
引ひ

き
た
べ

田
部
赤あ

か
い
の猪

子こ

が
「
日く

さ
か
え

下
江
の
入
江
の
ハ

チ
ス
花
ハ
チ
ス
身
の
盛
り
人

羨と
も

し
き
ろ
か
も
」
と
詠
ん
だ

ハ
ス
と
言
わ
れ
、
約
１
６
０

０
年
前
の
５
世
紀
ご
ろ
か
ら

咲
き
誇
っ
て
い
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　

大
正
時
代
ま
で
は
、
同
市

善
根
寺
町
付
近
の
用
水
路
や

湿
地
帯
に
多
く
自
生
し
、
昭

和
11
年
、
地
元
の
人
た
ち
が
、

ハ
ス
の
研
究
家
で
「
ハ
ス
博

士
」
と
呼
ば
れ
た
故
・
大
賀

一
郎
氏
に
鑑
定
を
依
頼
。
原

始
ハ
ス
と
確
認
さ
れ
た
。

　

原
始
ハ
ス
の
葉
の
直
径
は

大
き
い
も
の
で
30
㎝
程
度
、

花
の
直
径
は
最
大
で
15
㎝
ほ

ど
で
一
般
の
ハ
ス
よ
り
全
体

的
に
小
さ
め
。
花
の
命
は
短

く
、
わ
ず
か
３
日
間
。
早
朝
、

日
の
出
と
と
も
に
咲
き
始
め
、

１
日
目
は
３
分
ほ
ど
咲
い
て
、

ま
た
２
日
目
は
８
〜
９
分
咲

い
て
、
と
も
に
午
前
中
に
は

閉
じ
て
し
ま
う
。
３
日
目
に

満
開
と
な
り
、
午
後
に
な
る

と
咲
い
た
ま
ま
の
状
態
で
花

び
ら
が
１
枚
ず
つ
散
っ
て
ゆ

く
。

　

稲
田
さ
ん
宅
の
人
工
池
に

は
約
１
０
０
株
の
ハ
ス
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

花
が
咲
く
の
は
１
割
程
度
。

稲
田
さ
ん
は
「
県
外
か
ら
満

開
の
ハ
ス
を
見
よ
う
と
何
度

も
足
を
運
ば
れ
る
方
も
い
ま

す
。
今
年
の
開
花
は
例
年
よ

り
10
日
ほ
ど
遅
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
た
。

太古の花

原始ハス咲く

善根寺町の稲田さん宅で

河北一朗社長（左から２人目）



老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【 　

】
17

蓮
の
花
に
思
う

蓮
の
花
に
思
う

「
サ
ミ
ミ
」で
ラ
イ
ブ

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト 
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
を
迎
え
て

　

近
鉄
八
尾
駅
西
口
す
ぐ
の

ト
ル
コ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

「
サ
ミ
ミ
」（
八
尾
市
本
町
７

−

10

−

11 

オ
ク
ム
ラ
ビ
ル

１
Ｆ
）
で
、８
月
25
日
に
「
真

　

出
演
者
は
関
西
を
中
心
に

活
躍
す
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
。

　

ヘ
ル
シ
ー
な
ト
ル
コ
料
理

と
心
躍
る
バ
イ
オ
リ
ン
の
音

夏
の
夜
の
ラ
イ
ブ
」
が
開
か

れ
る
。
世
界
三
大
料
理
の
ひ

と
つ
で
あ
る
ト
ル
コ
料
理
を

囲
み
な
が
ら
バ
イ
オ
リ
ン
の

生
演
奏
を
楽
し
め
る
。

ト
ル
コ
料
理

レ
ス
ト
ラ
ン

　

河
内
音
頭
の
本
場
・
八
尾
の

夏
を
飾
る
恒
例
の
「
第
35
回
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
」が
９
月

２
日
㈰
、
久
宝
寺
緑
地（
八
尾

市
西
久
宝
寺
３
２
３
）で
開
催

さ
れ
る
。
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
振
興
会
（
会
長
：
塚
谷
俊
介 

㈱
塚
谷
刃
物
製
作
所
名
誉
会

長
）主
催
。

　

八
尾
市
役
所
で
は
、
河
内
音

頭
一
色
と
な
る
同
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
市
職
員
が

ま
つ
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
デ
ザ

イ
ン
し
た「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」を
着
用

す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

る
。

前年の八尾河内音頭まつりの様子

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん

八
尾
の
魅
力
を
全
国
発
信
す
る
た
め

田
中
誠
太

八
尾
市
長

熱い八尾の夏

河内音頭で一緒に楽しもう!
毎年恒例の「八尾河内音頭まつり」が開催

　

本
市
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
第
35
回
八
尾
河

内
音
頭
ま
つ
り
」
が
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
９
月
２
日
㈰
に
久

宝
寺
緑
地
で
開
催
し
、
従
来

の
パ
レ
ー
ド
に
代
わ
り
、
河

内
音
頭
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催

さ
れ
る
ほ
か
、
大
盆
踊
り
大

会
、
地
元
グ
ル
メ
や
Ｂ
級
グ

ル
メ
な
ど
を
提
供
す
る
「
マ

ル
シ
ェ
de
オ
ン
ド
」、ス
ト
リ

ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
な
ど
、

八
尾
の
魅
力
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

本
市
で
は
第
５
次
総
合
計

画
の
目
標
の
一
つ
に
「
ま
ち

の
魅
力
を
高
め
、発
信
す
る

八
尾
」を
掲
げ
、本
市
の
有
す

る
自
然
、歴
史
、文
化
、も
の

づ
く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
を
市
民
や
地
域
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

事
業
者
、行
政
が
連
携
、協
働

し
な
が
ら
継
承
、
発
展
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
魅

力
を
国
内
外
へ
発
信
し
て
い

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
八
尾
市
出
身
の

著
名
人
４
名
を
「
八
尾
の
魅

力
大
使
」
に
任
命
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
観
光
大
使
と
し
て

本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
本
市
の
魅

力
が
全
国
発
信
さ
れ
、
多
く

の
人
々
に
伝
わ
り
ま
す
こ
と

を
念
願
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
「
第
35
回
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
」
に
ご
参
加
さ
れ

る
多
く
の
皆
様
方
に
は
、
八

尾
の
魅
力
に
触
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
河
内
音
頭
の
調
べ
を
存
分

に
ご
堪
能
い
た
だ
き
、
と
も

に
八
尾
の
夏
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

企
画
も
新
た
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
ま
つ
り
に

塚
谷
俊
介

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
振
興
会 

会
長

　

漆
黒
の
闇
に
浮
か
ぶ
後
ろ

姿
の
艶
や
か
な
浴
衣
姿
の
女

性
が
踊
る
河
内
音
頭
の
一
瞬
。

毎
日
強
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
ま
ち
な
か
で
、
皆
様
は
、

今
年
の
河
内
音
頭
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
い

た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
で
35
回
を
迎
え
る
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
は
、
会

場
を
久
宝
寺
緑
地
に
変
え
、

企
画
も
新
た
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

八
尾
の
魅
力
で
あ
る
「
河

内
音
頭
」
を
イ
ベ
ン
ト
の
メ

ー
ン
と
し
、
従
来
の
大
パ
レ

ー
ド
は
「
河
内
音
頭
グ
ラ
ン

プ
リ
」と
し
て
陸
上
競
技
場

を
練
り
歩
き
、
グ
ラ
ン
プ
リ

を
決
定
し
ま
す
。
夕
方
か
ら

は
大
盆
踊
り
大
会
。
こ
ち
ら

で
は
、
八
尾
の
こ
ど
も
音
頭

大
使
に
よ
る
か
わ
い
い
音
頭

や
、
地
元
に
伝
わ
る
伝
承
音

頭
の
披
露
も
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
音
頭
は
八
尾
河
内

音
頭
連
盟
の
協
力
に
よ
る
音

頭
と
り
の
生
演
奏
で
迫
力
満

点
で
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
放
送
の
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ

社
と
の
共
同
企
画
に
よ
り
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。

市
内
飲
食
店
や
ご
当
地
Ｂ
級

グ
ル
メ
の
出
店
や
子
ど
も
の

遊
び
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
マ

ル
シ
ェ
de
オ
ン
ド
や
河
内
音

頭
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
楽
曲
に

よ
る
中
学
生
ま
で
の
チ
ー
ム

で
競
う
河
内
音
頭
ダ
ン
ス
コ

ン
テ
ス
ト
は
見
ご
た
え
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
中
学
生
や
消

防
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏
楽
演

奏
や
大
学
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
日
本
ガ
レ
ー
ジ
協
会

の
協
力
に
よ
り
実
施
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
な
ど
、
朝

八尾市議会９月定例会の日程

10：30

10：30

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：30

10：00

8月22日㈬

8月27日㈪

9月  6日㈭

9月  7日㈮

9月13日㈭

9月19日㈬

9月20日㈭

9月21日㈮

9月27日㈭

9月28日㈮

議会運営委員会

議会運営委員会

本会議（第１日）

本会議（予備日）

建設産業常任委員会

保健福祉常任委員会

文教常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

本会議（第２日）

名　　称時 間日 程

色
で
、
蒸
し
暑
い
夜
を
さ
わ

や
か
に
し
ま
せ
ん
か
？

　

１
部
は
18
時
〜
20
時
、
食

事
＋
１
ド
リ
ン
ク
付
き
で

６
０
０
０
円
。
２
部
は
21
時

〜
22
時
、
２
ド
リ
ン
ク
付
き

で
３
０
０
０
円
。
問
い
合
わ

せ
、
予
約
は
☎
０
７
２

−

９

２
５

−

０
３
６
９
へ
。

　

昨
秋
か
ら
病
気
加
療
の
日
々
が
続
い
た
。
そ
の
間

は
生
き
る
意
味
と
、
そ
の
先
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る

時
間
が
多
か
っ
た
。
よ
う
や
く
暗
雲
が
去
る
と
、
長

く
見
な
か
っ
た
花
を
見
た
く
な
る
。
蓮
の
花
で
あ
る
。

　

早
朝
の
鑑
賞
会
は
七
月
で
終
わ
っ
て
い
た
。
昼
頃

ま
で
は
咲
い
て
る
の
で
、
万
博
日
本
庭
園
に
行
く
と

た
く
さ
ん
咲
い
て
い
た
。
蓮
は
泥
水
に
地
下
茎
を
張

り
、
水
上
に
誇
ら
し
げ
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い

た
。
自
浄
能
力
が
あ
る
の
で
汚
水
を
清
水
に
し
て
い

る
。
ロ
ー
タ
ス
作
用
と
い
う
も
の
ら
し
い
。

　

古
来
「
泥
よ
り
出
で
て
泥
に
染
ま
ら
ず
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ふ
と
思
い
つ
く
。
人
間
は
精
米
、精
肉
、

清
酒
、
鮮
魚
等
の
高
品
質
の
食
品
を
飲
食
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
口
か
ら
汚
い
言
葉
を
発
し
、

手
足
で
同
じ
人
類
を
殺
傷
し
て
い
る
。

　

昨
今
は
老
弱
男
女
の
別
は
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
、

心
と
身
体
の
用
い
方
を
誤
っ
た
と
思
え
る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
機
会
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
持

ち
た
い
と
思
う
。

か
ら
夜
ま
で
、
ど
な
た
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

夏
の
終
わ
り
に
、
市
内
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
第

35
回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
」
を
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

日
本
の
心
、
庶
民
の
心
は
一
つ
！

谷
畑　

孝

衆
議
院
議
員

　

第
35
回
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
が
、
本
年
も
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
者
か
ら
子
供
ま
で
、

誰
も
が
参
加
で
き
、
多
く
の

市
民
に
支
え
ら
れ
て
き
た
河

内
音
頭
は
、
市
民
一
人
一
人

が
長
年
に
わ
た
っ
て
守
り
育

ん
で
き
た
、
ふ
る
さ
と
河
内

が
生
ん
だ
、
日
本
に
誇
る
伝

統
文
化
で
あ
り
、
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
て
、
な
お
力

強
く
生
き
て
き
た
河
内
の
庶

民
の
心
そ
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
一
年
余
り
が

経
過
し
、
こ
の
夏
、
東
日
本

の
各
地
で
は
、
被
災
し
た
人

々
の
手
に
よ
っ
て
伝
統
あ
る

祭
が
、
力
強
い
復
活
の
歩
み

を
始
め
ま
し
た
。
大
変
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
復
興
は
ま
だ
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後

多
く
の
困
難
と
課
題
が
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
の
心
、
庶
民
の
心
は

一
つ
！　

昨
年
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
願
う
特
別

な
思
い
で
参
加
し
た
そ
の
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
復

興
に
取
り
組
む
人
々
に
改
め

て
思
い
を
馳
せ
、
今
年
の
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
を
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
暑
さ
の
中
、
河
内
音

頭
ま
つ
り
を
支
え
て
お
ら
れ

ま
す
、
関
係
各
位
の
皆
様
に

心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
暑
さ

を
上
回
る
、
多
く
の
八
尾
市

民
の
熱
気
で
、
35
回
目
の
節

目
の「
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
」が
成
功
裏
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
強
く
祈
念
い
た

し
ま
す
。


